
學

舎

志

第

三

編

學
會
の
組
織
は
學
間
研
究
の
進
展
と
共
に
あ
b
‘
其
慮
に
行
は
れ
る
會
員
相
互
の
切
磋
が
、

教
室
に
お
け
る
研
鑽
と
相
侯
つ
て
、
學
生
々
活
の
最
も
煎
要
な
ろ
部
門
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

特
に
大
學
に
あ
っ
て
は
、
學
術
の
蘊
奥
を
攻
究
す
る
立
場
よ
り
し
て
、
そ
の
活
動
が
注
意
せ
ら

る
べ
き
で
あ
り
．
文
科
大
學
創
立
常
初
の
教
育
方
針
の
中
に
も
、
各
科
目
毎
に
一
定
の
組
織
あ

る
學
會
を
有
ち
荻
官
・
學
生
相
共
に
研
究
の
登
表
・
討
論
及
び
新
刊
圏
書
の
紹
介
を
試
み
‘
學
生

相
互
の
卸
識
の
交
換
‘
増
殖
を
期
待
し
た
が
、
哲
學
科
開
講
の
翌
年
明
治
四
十
年

1

一
月
教
育
學

會
の
絹
織
せ
ら
れ
た
の
を
初
と
し
て
、
各
科
目
の
學
會
相
次
い
で
創
立
せ
ら
れ
、
學
生
は
諸
放

官

指

導

の

下

に

各

自

志

す

再

門

學

術

の

研

究

に

赴

く

に

至

っ

た

。

動
は
二
謡
に
記
述
せ
る
所
で
あ
り
、
此
慮
で
は
其
等
の
簡
箪
な
る
紹
介
に
止
め
て
置
く
3

序

學

會

志

各

學

會

の

特

殊

な

る

活

一
三
九
．



文
學
部
三
十
周
年
史

京

都

文

學

會

科
に
偏
せ
ざ
る
文
學
部
全
盟
の
綜
合
維
誌
と
し
て
、
學
術
の
研
鑽
の
登
表
と
共
に
、
更
に
時
代

に
接
躙
し
て
思
想
界
の
蹄
趨
を
指
導
せ
ん
と
し
、
研
究
．
創
作
、
趣
味
等
各
方
面
に
世
の
注
目
を

し
か
し
そ
の
後
次
第
に
各
科
目
の
内
容
充
賓
し
来
る
と
共
に
、
夫
々
に
於
い
て
大

小
の
學
會
が
結
成
さ
れ
、
ま
た
研
究
登
表
の
機
胴
雑
誌
を
持
つ
も
の
も
生
じ
、
「
藝
文
」
は
漸
く
そ

の
最
初
の
意
義
を
喪
失
し
た
。

十
二
年
の
業
績
を
遺
し
て
殷
刊
と
な

b
、
そ
の
母
鶴
た
る
京
都
文
學
會
も
自
然
消
滅
す
る
事

と
な
っ
た
。

京

都

哲

學

會

哲
學
科
を
中
心
と
し
て
、
斯
學
に
関
係
を
持
つ
人
々
の
入
會
を
許
し
た
。

同
年
四
月
よ
り
月
刊
「
藝
文
」
を
登
刊
。

本
會
の
最
初
は
人
正
三
年
十
一
月
の
創
立
に
な
り
、
従
来
哲
學
科
の
内
部
に

あ
っ
た
、
哲
學
倫
理
學
研
究
會
証
會
學
會
‘
心
躙
研
究
會
、
数
育
研
究
會
、
美
學
貪
印
度
・
宗
教
學
會

を
綜
合
し
て
、
毎
月
一
回
例
會
を
、
年
三
度
大
會
を
開
く
こ
と
に
定
め
た
が
、
斯
學
の
登
展
と
共

に
會
の
組
織
を
披
げ
延
に
機
胴
誌
登
刊
の
企
て
あ
り
、
大
正
五
年
二
月
登
會
式
記
念
講
演
大

會
を
開
催
し
た
。

會
の
事
業
と
し
て
毎
月
例
會
、
年
二
回
大
會
を
開
催
し
、
ま
た
月
刊
「
哲
學
研
究
」
を
登
刊
す
る
こ

集
め
た
。

か
く
て
昭
和
六
年
五
月
総
目
次
刊
行
を
限
り
、
創
刊
以
来

明
治
四
十
一

1

一年
1

一
月
創
立
。

一四
0

一
學



學

會

志

一四

こ
の

そ
の

本

會

は

常

初

よ

り

継

會

に

は

東

京

そ

の

他

の

大

學

よ

り

講

師

を

聘

し

て

特

別

明
治
四
十
年
史
學
科
の
開
講
後
程
な
く
‘
濶
係
牧
官
の
間
に
登
起
せ
ら
れ
、
翌

の
論
説
相
次
い
で
登
表
せ
ら
れ
‘
斯
學
研
究
者
の
指
針
と
な
っ
て
ゐ
る
。

進
一
室
に
會
し
て
斯
學
界
の
耳
目
を
集
め
た
。

昭

和

二

年

よ

り

は

年

一

回

開

催

せ

ら

れ

て

と
に
定
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
中
例
會
は
間
も
な
く
行
は
れ
す
、
春
秋
二
回
の
大
會
に
は
碩
學
新

今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
。
「
哲
學
研
究
」
は
大
正
五
年
四
月
第
一
琥
を
登
刊
し
て
以
来
多
敷
學
徒

史

學

研

究

會

年
二
月
始
め
て
そ
の
第
一
回
例
會
を
開
い
て
以
後
、
隔
月
一
回
の
例
會
と
毎
年
一
回
の
継
會

と
を
以
て
會
規
と
し
て
ゐ
る
。

講
演
を
請
ふ
外
、
毎
回
史
料
の
艇
観
、
見
學
等
を
催
す
例
と
な
っ
て
ゐ
る
。

叩
早
に
學
内
に
於
け
る
研
究
機
闊
た
る
に
と
や
ま
ら
す
し
て
廣
＜
學
外
一
般
の
同
好
者
を
糾

合
す
る
を
意
岡
し
、
役
員
の
如
き
も
常
初
は
學
内
教
官
の
外
に
、
多
く
學
外
の
士
を
交
へ
、
會
場

の
如
き
亦
屡
；
女
子
師
範
學
校
府
す
圏
書
館
等
多
く
學
外
の
施
設
が
用
ひ
ら
れ
た
。

會
合
の
席
に
於
て
登
表
せ
ら
れ
た
會
員
の
研
究
業
績
は
初
め
顕
究
鱈
講
演
集
一
ー
四
並
に
史

的
研
究
（
正
綾
）
と
し
て
公
刊
せ
ら
れ
た
が
、
大
正
五
年
一
月
機
関
誌
「
史
林
」
（
季
刊
）
の
創
刊
せ
ら
れ

て
以
後
之
に
掲
載
せ
ら
る
＞
こ
と
ヽ
な
り
．
今
日
ま
で
既
に
二
十
巻
に
及
ん
で
ゐ
る
。



で
ゐ
る
。

文
學
部
一
二
十
周
年
史

外
継
會
に
於
け
る
講
演
に
因
ん
で
虹
亨
遺
欧
使
節
闊
係
文
書
．
大
館
持
房
行
状
の
特
別
出
版
を

な
し
た
こ
と
も
あ
る
。

明
治
四
十
年
十
月
の
創
立
に
係
り
、
支
那
哲
學
・
東
洋
史
・
支
那
文
學
三
學
科
所
屈

の
放
官
・
學
生
及
び
學
外
同
好
の
士
を
含
み
‘
廣
く
東
洋
學
研
究
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

最
初
は
毎
月
例
會
を
催
し
た
が
大
正
三
年
十
一
月
は
じ
め
て
大
會
を
催
し
‘
巌
燻
俊
掘
以
来

支
那
學
研
究
の
機
運
昂
ま
る
と
共
に
會
の
活
動
も
著
し
く
躍
進
し
斯
學
研
究
の
櫂
威
と
な

哲
學
茶
話
會

究
會
を
持
つ
て
ゐ
た
が
大
正
十
年
の
夏
よ
り
雨
者
分
離
し
‘
純
哲
・
西
洋
哲
學
史
専
攻
生
集
ま

り
哲
學
會
を
創
め
、
大
正
十
五
年
頃
よ
り
哲
學
茶
話
會
と
稲
し
て
、
會
員
の
研
究
疲
表
と
批
評

と
を
行
ひ
、
昭
和
三
年
西
田
教
授
退
職
の
後
は
田
邊
数
授
之
を
指
導
せ
ら
れ
て
今
日
に
及
ん

尚
昭
和
六
・
七
年
頃
哲
學
研
究
會
と
稲
し
た
が
間
も
な
く
原
に
還
っ
た
。

西
洋
哲
學
會

る
に
至
っ
た
。

支

那

學

會

昭
和
六
・
七
年
の
こ
ろ
、
西
洋
哲
學
史
導
攻
生
の
間
に
紺
織
せ
ら
れ
例
會
を
開

西
洋
哲
學
専
攻
生
は
最
初
は
倫
理
學
導
攻
生
と
合
同
し
て
哲
學
・
倫
理
學
研

一四



學

會

印
度
・
佛
数
學
會

織
成
立
し
‘
爾
来
雨
學
會
別
に
講
演
會
を
催
し
た
が
‘
雨
學
講
座
は
松
本
（
文
）
教
授
搬
任
せ
ら
れ

且
つ
學
間
の
性
質
上
共
通
の
黙
多
き
た
め
、
四
十
二
年
九
月
合
同
し
印
度
・
宗
教
學
會
と
な

b
`

裳
せ
ら
れ
て
よ
り
そ
の
専
攻
學
生
も
本
會
に
合
同
し
て
盛
況
を
呈
し
た
が
、
大
正
六
年
＋

1

1

月
波
多
野
教
授
来
任
し
て
宗
数
學
を
講
せ
ら
れ
て
よ
り
漸
く
宗
教
學
専
攻
者
は
分
離
し
‘
梵

文
學
研
究
者
も
同
じ
傾
向
を

A
―
り
、
大
正
入
・
九
年
頃
は
輩
一

る
に
大
正
十
五
年
三
月
宗
放
學
第
三
講
座
（
佛
放
學
）
設
懺
せ
ら
れ
る
に
及
び
、
昭
和
四
年
六
月

よ
り
印
度
・
佛
敢
學
會
と
改
名
し
、
松
本
名
誉
放
授
並
に
利
深
、
木
田
雨
放
授
指
導
の
下
に
毎
月

研
究
合
を
開
催
し
、
尚
本
年
九
月
よ
り
梵
文
學
専
攻
者
ま
で
合
併
し
て
綜
合
的
研
究
機
闊
と

な
っ
て
ゐ
る
。

心
理
學
讀
書
會

志

の
間
度
學
曾
に
還
元
し
た
。

會
を
催
し
、
松
本
（
亦
）
教
授
指
導
の
下
に
心
理
學
尊
攻
者
の
研
究
及
び
親
睦
を
計
り
、
又
時
に
大

最
初
は
心
碑
研
究
會
と
し
て
明
治
四
十
一
年
二
月
創
立
せ
ら
れ
、
毎
月
例

松
本
（
文
）
放
授
指
導
の
下
に
毎
月
例
會
を
開
催
し
た
。

催
し
た
。

一四
1

1

J

然

明
治
四
十
一
年
二
月
印
度
學
會
創
立
せ
ら
れ
、
同
年
＝
二
月
宗
放
學
會
の
組

翌
年
五
月
榊
教
授
梵
文
學
講
座
を
橡



に
轄
せ
ら
れ
て
後
を
西
田
放
授
．
胡
永
教
授
が
受
持
た
れ
た
が
學
合
の
組
織
に
は
愛
り
な
く
、

1

1

一
敢
授
出
廊
し
て
學
生
を
指
導
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。

て
ゐ
た
事
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ

の

事

情

に

倫
理
學
研
究
會
‘
倫
理
學
讀
書
會

明
治
四
十
二
年
十
二
月
創
立
せ
ら
れ
．
爾
来
毎
月
一
回
例

た
が
間
も
な
く
前
者
は
後
者
に
合
し
た
。

大
正
五
年
野
上
助
放
授
蹄
朝
、
次
で
放
授
に
任
せ

會
の
創
立
せ
ら
る
ヽ
機
運
を
醸
成
し
た
。

大

正

三

年

京

都

折

學

會

創

立

せ

ら

れ

た

影

轡

を

文
駆
部
一
二
十
周
年
史

會
を
開
催
し
た
。

四

十

一

年

十

月

心

理

學

賓

瞼

室

の

竣

成

は

斯

學

の

露

め

最

も

注

意

す

べ

き
出
来
事
で
あ
り
‘
爾
来
獨
自
の
研
究
相
次
い
で
登
表
せ
ら
れ
、
大
正
二
年
四
月
‘
賓
瞼
心
理
學

う
け
て
、
本
會
も
心
理
學
研
究
會
及
び
心
理
學
讀
書
會
の
二
者
に
分
た
れ
、
前
者
は
大
學
院
學

生
を
以
て
組
織
せ
ら
れ
、
後
者
は
廣
く
導
攻
者
を
包
含
し
、
共
に
十
一
月
第
一
回
例
會
を
開
い

ら
れ
、
そ
の
指
導
下
に
毎
月
例
會
を
賓
瞼
室
に
て
開
催
し
今
日
に
及
ん
で
ゐ
る
。

會
を
開
き
又
大
會
を
催
し
た
が
．
四
十
三
年
十
月
‘
倫
理
學
を
撥
常
せ
ら
れ
た
西
田
助
数
授
款

迎
の
席
上
哲
學
・
倫
理
學
雨
學
科
合
同
し
て
哲
學
・
倫
理
學
研
究
會
と
改
め
た
。

つ
い
て
は
営
時
桑
木
教
授
炉
哲
學
及
び
倫
理
學
雨
講
座
を
橡
常
せ
ら
れ
、
研
究
室
も
合
同
し

大
正
二
年
藤
井
教
授
来
任
し
、
翌
年
桑
木
教
授
東
京
大
學

大

正

十

年

頃

よ

り

雨

者

分

離

し

て

倫

理

一
四
四



て
ゐ
る
。

學

合

志

今
日
に
至
っ
て
ゐ
る
。

例
合
を
研
究
室
に
開
い
た
。

1

四
五

術

明
治
四
十
年
二
月
の
創
立
に
か
か
り
‘
谷
本
教
授
を
合
長
と

和

辻

赦

授

束

大

に

轄

す

る

の

後

は

天

野

教

授

之

を

櫓

欧

し

て

學
専
攻
生
の
み
の
倫
理
學
研
究
會
と
な
っ
た
が
．
昭
和
六
年
一
月
藤
井
放
授
逝
去
の
後
は
和

辻
助
教
授
（
後
教
授
）
搬
常
し
、
ま
た
同
年
春
よ
り
別
に
學
生
の
間
に
倫
理
學
蔽
書
會
が
あ
っ
て

数
育
研
究
會
、
数
育
學
讀
書
會

し
、
松
本
（
亦
）
放
授
を
顧
問
に
戴
き
、
學
内
の
人
々
の
外
に
‘
賓
際
教
育
に
携
は
れ
る
人
々
を
も
鈴

衡
し
て
入
會
を
許
し
、
そ
の
宵
瞼
談
を
聰
き
、
學
理
と
の
調
和
を
計
ら
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

大
正
二
年
谷
本
放
授
故
あ
っ
て
退
職
せ
ら
れ
、
後
任
と
し
て
小
西
故
授
、
會
を
指
導
せ
ら
れ
、
斬

新
の
學
説
を
以
て
人
々
を
放
へ
ら
れ
る
と
共
に
賞
地
見
學
に
よ
る
指
導
を
行
は
、
れ
た
。

昭
和
六
年
以
来
別
，
ぃ
教
育
學
讀
書
會
が
あ
り
．
主
と
し
て
學
生
相
互
の
研
鑽
に
賽
し
て
ゐ
る
。

小

西

教

授

穏

長

に

任

ぜ

ら

れ

て

後

は

野

上

教

授

之

を

擁

営

し

、

木

村

助

数

授

亦

之

を

指

導

し

美
學
會
、
美
學
讀
書
會

明
治
四
十
一
年
三
月
、
災
學
芙
術
史
闊
係
の
人
々
相
互
の
研
究
の
た

め
組
織
し
、
松
本
（
亦
）
膝
代
雨
放
授
の
指
導
を
受
け
た
が
深
田
教
授
饉
惧
の
後
は
専
ら
事
に
営



大
正
五
午
十
月
、
會
名
を
芙
學
笑
術
史
研
究
會
と
改
め
た
が
再
び
美
學
會
と
稲
せ

ら
れ
る
に
至
り
、
昭
和
三
年
深
田
敢
授
逝
去
の
後
は
植
田
教
授
捌
常
せ
ら
れ
同
六
年
の
美
學

讀
書
會
は
學
生
相
互
の
研
鑽
に
賓
し
、
此
頃
各
學
會
に
讀
書
會
起
る
機
運
を
醸
成
し
た
。

宗

数

學

茶

話

會

明
治
四
十
一
年
三
月
宗
放
學
會
と
し
て
創
立
せ
ら
れ
．
松
本
（
文
）
教
授
指
導

の
下
に
毎
月
例
會
を
催
し
た
が
、
翌
年
九
月
印
度
學
會
と
合
同
し
て
印
度
・
宗
教
學
會
と
な
っ

こ
れ
は
雨
學
の
性
質
共
通
す
る
も
の
あ
り
、
向
松
本
（
文
）
放
授
雨
學
講
座
を
櫓
任
さ
れ
た

大
正
一
一
一
年
京
都
哲
學
合
組
織
せ
ら
れ
た
の
を
機
と
し
て
、
大
學
院
學
生
を
中
心

と
す
る
宗
教
學
讀
苦
會
成
立
し
た
が
永
く
綬
か
す
‘
蕉
の
如
く
印
度
學
會
と
合
同
し
て
ゐ
た
。

次

で

波

多

野

教

授

水

任

し

て

宗

教

學

講

座

を

櫓

任

せ

ら

れ

る

に

及

び

専

攻

學

生

は

印

度

學

會
と
は
次
第
に
分
離
の
傾
向
を
と
っ
た
が
然
し
獨
立
し
た
例
會
は
開
か
れ
す
、
哲
學
會
に
抱

試
み
て
ゐ
る
。

は
教
室
に
於
け
る
純
踵
の
研
鑽
に
到
し
、
政
策
に
闊
す
る
攻
究
を
目
的
と
し
た
が
今
は
そ
の

計
會
學
會
‘
祗
會
學
讀
書
會

明
治
四
十
二
年
四
月
米
田
講
師
指
導
の
下
に
設
け
ら
れ
、
営
初

描
さ
れ
て
ゐ
た
。

最
近
に
至
っ
て
、
専
攻
生
の
み
の
宗
放
學
茶
話
曾
催
さ
れ
て
研
究
俊
表
を

事
に
よ
る
。

こ。f
 

ら
れ
た
。

文
墨
部
三
十
周
年
史

一
四
六



學

會

= 止i

集
ま
り
學
生
の
紹
介
、
批
評
等
を
試
み
る
打
と
け
た
會
合
で
あ
る
。

一
四
七

組
織
に
髪
延
あ
り
、
本
合
も
疵
會
學
讀
書
會
と
改
め
、
祉
會
學
専
攻
生
の
み
相
集
り
、
侮
月
米
田

久
し
く
専
任
者
な
く
藤
井
・
西
田
・
野
上
諸
教
授
兼
任
せ
ら
れ
た
が
、
大
正
七
年
臼
井
助
教
授
任

命
以
来
其
指
導
に
常
り
、
郷
演
學
部
高
田
保
馬
放
授
ま
た
種
々
盆
力
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

讀
書
會

桑
木
教
授
を
中
心
と
し
、
文
科
卒
業
生
及
び
哲
學
科
専
攻
學
生

11
志
．
同
数
授
邸
に

明
治
四
十
二
年
秋
‘
桑
木

放
授
蹄
朝
後
、
十
二
月
第
一
回
開
催
せ
ら
れ
、
爾
来
大
正
三
年
同
放
授
の
東
大
轄
任
の
頃
ま
で

哲

學

科

第

一

期

よ

り

大

正

初

年

に

至

る

卒

業

生

の

中

各

科

二

三

名

づ

A

有

志

相

大

正

三

年

十

一

月

第

一

回

會

合

あ

り
、
大
正
七
・
入
年
の
頃
ま
で
つ
い
け
ら
れ
、
今
日
學
界
の
中
堅
を
な
す
學
徒
を
多
く
育
ん
だ
異

色
あ
る
會
合
で
あ
る
。

集
つ
て
自
由
な
る
討
論
の
間
相
互
の
琢
磨
を
志
し
た
。

月
曜
會

つ
ゃ
け
ら
れ
た
。

講
師
私
宅
に
て
開
催
し
、
後
學
生
集
曾
所
に
移
っ
た
。

大

正

十

四

年

米

田

敬

授

退

職

の

後

は

色
彩
が
失
は
れ
て
ゐ
る
。

大

正

三

年

に

於

て

京

都

哲

學

倉

創

立

せ

ら

れ

て

よ

り

各

學

會

の



に
一
回
宛
公
附
の
大
行
を
催
し
て
今
日
に
及
ん
で
ゐ
ろ
。

國
史
闊
係
の
學
合
を
併
合
し
数
官
・
卒
業
生
・
學
生
す
べ

L

を

包

含

す

る

國

史

科

の

學

曾

と

な

り
、
會
員
の
敷
約
二
百
名
と
な
つ
て
ゐ
る
。

京
都
＿
帝
國
大
學
國
史
學
會

研
究
疲
表
機
闊
と
し
て
昭
和
八
年
九
月
、
始
め
て
そ
の
第
一
回
大
合
を
開
き
爾
後
侮
年
春
季

國

史

再

攻

の

大

學

院

學

生

を

中

心

と

し

て

の

卒

業

生

一

般

の

附
し
た
。

史
料
採
諒
史
蹟
踏
資
の
旅
行
を
試
み
、
ま
た
學
友
合
よ
り
嘱
さ
れ
て
「
麟
麟
京
都
史
蹟
案
内
」
の
如

昭

和

五

年

十

一

月

創

立

二

十

周

年

に

際

し

記

念

き
岡
書
の
編
纂
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

事

業

と

し

て

曾

員

よ

り

陵

出

せ

る

金

四

千

参

百

皿

を

證

史

曾

奨

學

資

金

と

し

て

大

學

に

寄

昭
和
六
年
六
月
三
浦
教
授
退
職
の
後
は
、
西
田
教
授
の
—
下
に
明
治
史
研
究
曾
等
の

て
史
料
の
展
観
を
行
ひ
‘
廣
く
一
般
に
公
開
す
る
を
例
~
し
来
つ
て
ゐ
る
。

讀
史
會

文
學
部
一
二
十
周
年
史

な
ほ
別
に
随
時

本
合
は
明
治
四
十
三
年
十
二
月
―

-
H
故
三
浦
放
授
を
中
心
に
創
立
せ
ら
れ
‘
國
史

専
攻
の
學
生
卒
業
生
並
に
胴
係
赦
官
の
凡
て
を
會
員
と
し
、
営
初
は
主
と
し
て
史
料
の
講
讀

を
目
的
と
し
た
が
、
中
比
よ
り
曾
員
の
研
究
寝
表
を
も
行
ふ
こ
と
ヽ
な
り
‘
七
入
雨
月
を
除
い

て
毎
月
必
す
一
回
の
例
會
を
開
き
、
そ
の
中
ー
ニ
月
は
之
を
大
會
と
し
て
講
演
の
外
に
‘
併
せ

一
四
八



學

會

志

し
毎
月
一
回
の
會
合
を
開
く
。

一
四
九

東

洋

史

談

話

會

昭

和

四

年

創

立

、

東

詳

史

再

攻

の

學

生

卒

業

生

並

に

放

官

を

以

て

會

員

と

係
者
を
主
と
す
る
曾
合
に
な
っ
て
ゐ
る
。

て
蛮
名
の
民
俗
學
會
を
稲
す
る
に
至
っ
た
。

月
々
例
會
を
開
き
、
近
時
は
學
生
並
に
大
學
闊

査
等
を
な
し
一
層
紐
織
的
な
活
動
を
な
さ
ん
と
し
た
が
、
會
名
は
、
簡
略
に
呼
び
な
ら
は
さ
れ

東

洋

史

専

攻

生

増

加

の

為

従

来

の

支

那

學

會

の

み

を

以

て

と
共
に
、
ま
た
諸
方
の
民
俗
行
事
を
見
學
し
た
。

明

治

史

研

究

會

し
て
廣
く
學
の
内
外
を
間
は
す
維
新
史
乃
至
明
治
史
の
研
究
家
、
同
好
打
を
糾
合
し
、
會
員
の

研
究
疲
衣
を
行
ふ
外
質
歴
布
の
談
話
等
を
聴
取
し
た
。

大
會
と
を
以
て
例
と
し
来
っ
た
が
、
昭
和
七
年
國
史
賜
係
の
學
會
を
整
理
す
る
に
営
つ
て
讀

史

會

と

合

同

す

る

こ

と

ヽ

な

h
、
同
年
五
月
第
二
十
二
回
例
合
を
最
後
と
し
て
讀
史
會
に
合

民
俗
學
會

昭
和
二
年
十
二
月
西
田
敦
授
を
そ
の
指
浬
者
と
し
て
誕
生
し
‘
始
め
は
民
俗
談

話
合
と
稲
し
た
。

昭
和
三
年
二
月
、
學
生
打
志
の
牧
起
に
な
り
、
三
浦
．
牧
雨
放
授
を
指
導
者
と

師

月

一

回

の

例

合

と

毎

年

一

度

の

後
、
名
を
民
俗
學
研
究
合
と
改
め
て
民
俗
調

學

生

の

外

市

中

の

同

好

者

を

も

會

員

と

し

て

相

互

の

知

識

を

交

換

す

る

流
し
た
。



文
駆
部

1

―
-
＋
周
年
史

し
て
は
研
究
悛
表
の
機
會
に
不
足
す
る
に
よ
っ
て
、
同
會
と
並
ん
で
別
個
に
設
立
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

地
理
學
談
話
會

肌
治
四
十
三
年
一
月
小
川
教
授
の
疲
起
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
営
初
は
外
國

雑
誌
新
刊
圏
書
等
の
紹
介
等
を
主
と
し
て
ゐ
た
が
、
大
正
三
年
ご
ろ
よ
り
名
を
地
理
學
研
究

會
と
改
稲
し
、
會
員
の
研
究
報
告
の
外
、
應
，
野
外
調
査
目
岱
学
旅
行
を
主
催
し
、
自
然
地
理
學
的
事

項
の
観
察
の
外
に
、
人
文
地
理
學
の
一
部
と
し
て
民
俗
學
的
資
料
の
採
訪
を
も
な
し
た
。

正
中
期
以
後
一
時
そ
の
活
動
の
萎
徴
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
に
入
っ
て
再
び
盛
ん
と

な
り
、
同
入
年
十
二
月
に
は
始
め
て
大
孵
合
節
に
於
て
公
開
の
大
會
を
開
い
た
。

馴
れ
た
と
こ
ろ
に
従
っ
て
何
時
し
か
談
話
會
の
沓
に
復
し
た
。

西
洋
史
讀
書
會

明
治
四
十
三
年
十
月
、
第
一
回
卒
業
生
等
の
首
唱
に
よ
っ
て
創
め
ら
れ
、
原

勝
郎
放
授
の
指
導
に
よ
っ
て
、
外
國
の
雑
誌
を
誠
む
こ
と
を
主
眼
と
し
た
の
で
會
す
る
も
の

も
敢
へ
て
西
詐
史
専
攻
生
に
限
ら
す
‘
廣
く
史
學
科
全
部
の
學
生
に
及
ん
だ
。

隔
週
毎
に
開
か
れ
て
ゐ
た
が
、
原
教
授
坂
口
教
授
逝
去
の
後
、
一
時
中
絶
し
た
が
、
大
正
十
四
年

四
月
よ
り
再
び
正
規
に
例
會
を
催
す
こ
と
ヽ
な
b
‘
昭
和
入
年
十
月
以
後
毎
年
一
回
の
大
合

一五
0

初
め
は
殆
ど

名

稲

は

耳 大



學

合

= “ふ

明
治
四
十
二
年
十
一
月
藤
井
、
新
村
雨
教
授
を
中
心
と
す
る
學
生
の
視
睦
會
に

胚
胎
し
、
文
學
雑
誌
の
共
同
購
讀
及
び
作
品
の
批
評
等
を
な
し
た
が
、
そ
の
後
漸
次
組
織
を
完

成
し
現
在
に
於
い
て
は
例
會
並
び
に
毎
年
春
秋
二
回
の
講
演
會
を
行
っ
て
ゐ
る
。

井
、
吉
澤
雨
教
授
を
中
心
と
す
る
京
都
國
語
國
文
研
究
會
で
は
大
正
十
五
年
十
月
以
来
月
刊

蘊
語
國
文
の
研
究
」
を
公
刊
し
て
ゐ
た
が
、
昭
和
六
年
十
月
に
至
り
國
文
學
會
自
盟
の
機
開
誌

と
し
て
同
じ
く
月
刊
「
國
語
・
國
文
」
を
創
刊
し
、
ま
た
國
文
學
科
の
同
好
の
士
の
間
に
か
ね
て
組

國
文
學
會

四

か
れ
な
く
な
っ
た
。

う
し
て
‘
談
話
曾
を
學
生
集
合
所
に
於
て
催
し
た
ご
と
が
あ
る
。

一五

一
方
藤

史
學
科
に
於
け
る
同
好
の

考

古

學

談

話

會

考

古

學

放

室

に

於

て

は

闊

係

者

が

少

敷

の

篤

特

に

日

を

定

め

て

會

合

を

催
す
ま
で
も
な
く
‘
揺
時
赦
室
で
茶
を
入
れ
放
官
學
生
相
共
に
自
由
な
談
話
を
交
へ
る
の
習

慣

が

今

H
ま
で
績
い
て
ゐ
る
が
、
大
正
十
五
年
ご
ろ
民
俗
談
話
合
の
誕
生
等
と
氣
運
を
同
じ

士
の
外
腎
學
部
の
人
類
學
研
究
會
闊
係
者
逹
炉
多
く
参
會
し
た
が
、
昭
和
三
年
以
後
再
び
開

を
開
く
や
う
に
な
っ
た
。



獨

文

會

大

F
四
年
一
月
創
設
。

藤

代

放

授

ら

を

中

心

に

卒

業

生

學

生

相

集

つ

て

毎

月

例

文
學
部

1

―
―
十
周
年
史

成
さ
れ
て
ゐ
た
、
上
代
文
學
平
安
朝
文
學
、
鎌
倉
室
町
文
學
、
江
戸
文
學
、
現
代
文
學
の
各
研
究
會

は
、
昭
和
八
年
か
ら
齊
し
く
國
文
學
會
の
統
轄
に
錨
し
‘
愈
蕊
益
戊
の
途
を
辿
り
、
昭
和
九
年
十
一

月
に
は
國
文
學
科
創
設
二
十
五
周
年
記
念
と
し
て
國
文
稀
親
書
展
観
及
び
記
念
論
文
集
の

刊
行
を
な
し
た
。

猶
ほ
随
時
に
澤
潟
．
頴
原
雨
助
放
授
指
導
の
下
に
萬
葉
集
歌
枕
旅
行
、
俳
諧

旅
行
な
ど
を
行
っ
て
ゐ
る
c

葵
文
學
科
に
於
い
て
は
初
め
學
會
を
有
せ
す
‘
其
折
々
に
教
授
學
生
相
會
し
、
或

は
上
田
赦
授
の
私
宅
な
ど
に
て
懇
談
し
た
が
、
漸
く
學
會
の
必
要
の
議
起
り
、
明
治
四
十
四
年

一
月
そ
の
第
一
回
を
學
生
集
會
所
に
開
く
。

b
‘
宛
も
大
正
初
年
の
酉
洋
文
學
旺
盛
期
に
際
會
し
目
醒
ま
し
き
疲
展
を
途
げ
、
研
究
の
登
表

組
織
を
新
に
I
‘
石
田
殺
授
を
中
心
と
し
て
機
開
誌
「
ア

JV

・
ヒ
オ
ン
」

Albion
~
 
~
刊
し
た
。

ほ
そ
の
他
現
今
有
志
の
問
に
英
語
學
韻
書
會
あ
り
、
文
法
の
研
究
を
な
し
て
ゐ
る
。

會
を
開
い
て
ゐ
た
が
、
現
在
は
成
瀬
数
授
を
中
心
に
春
秋
二
期
の
懇
親
會
を
開
き
、
別
に
昭
和 猶

に
、
作
品
の
批
評
に
、
相
互
に
稗
益
し
合
ふ
事
大
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
昭
和
八
年
七
月
に
至
り
、

上
田
厨
川
雨
数
授
始
め
卒
業
生
學
生
よ
り
成

英
文
學
會

一五



學

會

志

昭
和
六
年
四
月
創
設
。

イ
ク
リ
ャ
文
化
の
研
究
に
進
ん
で
ゐ
る
。

入
年
正
月
に
至
り
、
成
瀬
、
落
合
、
雪
山
三
氏
を
顧
問
と
し
て
獨
逸
文
學
研
究
會
創
股
さ
れ
、
季
刊

雑
誌
「
カ
ス
タ
ニ
エ
ン
」
K
a
s
t
a
n
i
e
n
~
 
1;$11
行
し
、
兼
ね
て
随
時
に
文
藝
講
演
合
を
開
催
し
て
ゐ
る
。

な
ど
を
行
ふ
も
の
で
あ
る
。

言
語
學
談
話
會

大
正
五
年
十

1

一
月
創
設
。

新

村

放

授

始

め

言

語

學

に

闊

係

あ

る

放

官

卒

業
生
學
生
及
び
．
—
-
口
語
研
究
に
趣
味
を
有
せ
る
人
々
相
集
り
て
組
織
し
、
年
数
回
の
例
會
を
開

イ
タ
リ
ヤ
會

壽
吉
氏
等
有
志
に
依
つ
て
組
織
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
定
會
員
を
定
め
す
、
事
業
と
し
て
は
昭
和

七
・
八
年
頃
に
は
ダ
ン
テ
の
神
曲
を
研
究
し
，
イ
タ
リ
ャ
文
化
の
紹
介
に
努
め
、
ま
た
本
學
部
に

イ
タ

9

ャ
語
の
講
義
が
設
置
さ
れ
る
以
前
大
正
十
五
年
正
月
か
ら
イ
タ
リ
ャ
綿
領
事
ガ
ス

コ

(Gasco)
氏
及
び
黒
田
氏
に
依
つ
て
イ
ク
リ
ャ
語
講
習
會
が
開
催
さ
れ
、
種
々
の
方
面
か
ら

近
畿
國
語
方
言
學
會

新
村
・
吉
澤
雨
数
授
を
始
め
學
の
内
外
の
有

一共
1-

大
正
十
四
年
五
月
創
設
ゥ

新
村
‘
濱
田
雨
教
授
を
始
め
黒
田
正
利
講
師
、
大
賀

い
て
ゐ
る
。

佛

蘭

西

會

大

正

十

二

年

創

設

。

太

宰

教

授

落

合

助

放

授

指

導

の

下

に

讀

書

會

研

究

登

表



と
炉
あ
っ
た
。

を
中
心
に
、
支
那
文
根
科
學
生
及
び

一
般
打
志
の
者
よ
り
成
り
、
作
文
研
究
の
機
闊
と
し
た

麗

澤

祗

文
學
部
二
十
周
年
史

志
を
糾
合
し
、
近
畿
そ
の
他
各
地
の
方
言
を
採
集
調
査
し
、
従
来
の
國
語
研
究
の
補
助
と
な
し
、

傍
ら
郷
土
民
俗
の
考
察
に
査
せ
ん
と
の
抱
負
を
以
て
、
活
澄
な
る
活
動
を
緻
け
、
例
會
を
開
く

こ
と
既
に
二
十
二
回
、
ま
た
例
年
秋
期
大
合
を
開
く
こ
と
六
回
に
及
ん
で
ゐ
る
。

り
、
和
歌
漢
諒
小
説
戯
曲
俳
句
、
新
盟
詩
な
ど
を
合
み
相
互
の
奨
厠
と
批
評
と
に
供
し
ぶ
ま
た
視

文

藝

談

話

會

趣
味
を
以
て
同
志
間
に
結
ば
れ
た
る
＾
宵
合
に
し
て
ド
ご
田
、
新
村
等
諸
教
授
を
始
め
、
廣
く
文
藝

に
闊
す
る
懇
談
を
な
し
兼
ね
て
相
互
の
親
睦
を
社
ら
ん
と
し
、
會
合
敷
回
に
及
ぷ
。

大
正
七
・
入
年
の
交
‘
狩
野
直
餃
内
藤
虎
次
郎
雨
赦
授
、
西
村
天
囚
、
富
岡
謙
蔵
雨
講
師

明
治
四
十
四
年
二
月
創
設
。

哲
史
文
三
科
を
通
じ
、
文
藝
に
荊
し
て
打
す
る

睦
を
は
か
っ
た
。

ら
ん
腐
創
勝
爾
後
合
合
贋
に
及
ん
だ
。

一
方
綽
月
二
回
學
生
の
手
に
な
れ
る
回
腎
笠
曲
を
作

文

學

會

文

學

科

の

綜

合

的

會

合

に

し

て

叫

治

四

十

一

年

九

月

数

授

學

生

間

の

愁

親

を

計

一
五
四
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